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総合健診が始まります

佐賀県パーキングパーミット制度

文化財調査員募集

防災特集
市民病院だより

税務課からのお知らせ

情報いろいろ

輝く！我らの消防団

　小城市及び小城市社会福祉協議会に寄せられた義援
金と支援物資は次のとおりとなっています。皆様の善
意は日本赤十字社佐賀県支部と佐賀県を通じて被災者
支援に役立てられます。
　支援物資は現在受付を見合わせておりますが、義援
金は市内各庁舎と各保健福祉センターに募金箱を設置
しております。引続きご協力をお願いします。
・義援金の合計…6,232,307円（内募金箱 1,729,401円）
・支援物資（保存食、紙おむつなど）…………4,898 件

（４月18日現在）

東日本大震災に対する市民の皆様からの
ご支援ありがとうございます。

芦刈幼稚園にて
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総合健診 が始まります
（特定健診・がん検診）

　５月２４日から保健福祉センターで総合健
診（特定健診、がん検診等）を実施します。
４０歳以上の小城市国民健康保険に加入され
ている方と、がん検診・後期高齢者健診・一
般健診を申し込まれた方には、世帯分まと
めて５月中旬に郵送します。（日程は毎月２０
日発行の健康カレンダーをご覧ください）

　社会保険（協会けんぽ、共済組合、国保
組合、健康保険組合）に加入されている被扶
養者の方（４０歳～７４歳）には、その保険者
から受診券が発行されますので、健診当日、
「受診券」と「被保険者証」を持参していた
だければ、がん検診と同日に特定健診を受
けることができます。

※ただし一部の保険者（医師国保、建設国保等）で受けることができない場合があります。

１ 増えています！糖尿病と慢性腎臓病
　佐賀県は、糖尿病で治療している方の割合が全国でも上位で、糖尿病が原因の人工透析が急増し、人工透析患
者の伸び率が全国２位となるほど急増しています。
糖尿病の方の３人に１人は自分が糖尿病と気づいていないと言われています。

　健診で早期発見し、生活習慣の改善と必要な治療を受けることで、生活に支障をきたす大きな病気を防ぐこ
とが可能です。４０～５０歳代で糖尿病を発症することが多く、放っておくと心筋梗塞、脳梗塞や糖尿病の合併症
（失明、腎不全など）を引き起こします。ぜひ健診を受けましょう！

慢性腎臓病とは、
　「新しい国民病」と言われており、腎機能が低
下した状態で、次の①、②のどちらか、または両
方が３か月以上持続する状態を言います。
国民の８人に１人と推定されています。画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
　①たんぱく尿　
　②ｅＧＦＲ（糸球体ろ過量）６０㎖未満
※どちらも特定健診で調べます。

人工透析とは、
　腎臓は体にとって、いらないものを尿として
排泄させる働きがあり、腎臓機能が悪くなると、
老廃物（毒素）が体にたまり死にいたります。人
工透析は生命を維持するため、機械を使って血
液中の老廃物を取り除き、２日に１回、４～５
時間かけて行う治療です。水分制限、食事制限
など厳重な管理が必要となるうえ、仕事を失う
など生活に大きな影響を及ぼします。

【６９歳で人工透析を 
始めた方の実話】

　若い頃は、毎日お酒を飲み、
ご飯は２杯食べていた。５０歳代
の頃職場の健診で、血糖値が高いと指摘されたが
自覚症状もなく気にもしていなかった。退職後、
健診は１度も受けたことがなく、風邪をひきたま
たま病院で血液検査をしたら、大きな病院を紹介
され、そのまま人工透析開始となった。深酒した
時や農作業の後はきつかったが、こんなものだと
思っていた。「今日から透析します」と言われ、何
がなんだかわからなかった。週３日、１日５時間
かかる透析で、思うように仕事ができないこと
や、水分制限がきつい。きちんと治療しておけば
よかった…。
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２ 特に次にあてはまる方は検査をしてみましょう！

◆糖尿病のハイリスク
▶糖尿病にかかった血縁者がいる
▶太っている
▶４㎏以上の子どもを出産した
▶尿に糖が出たことがある
▶自覚症状がある
　甘いものを欲する、のどがよく乾き水分を
多く飲む、尿量が多い、尿に泡がたつ、やせて
きた、体がだるい、目が見えにくい、胃腸の調
子が悪い、足がつる、めまい、むくみ、冷える、
ほてる、異常に汗をかく、手足のしびれ、足の
感覚の違和感…

◆慢性腎臓病のハイリスク
▶腎臓病にかかった血縁者がいる
▶過去に蛋白尿がでたことがある
　（学校健診・妊婦健診など）
▶腎臓病や尿路結石、膀胱炎など尿路系の病
気にかかったことがある
▶高血圧、糖尿病、高尿酸血症、高脂血症など
の動脈硬化疾患や喫煙歴がある。
▶自覚症状がある
むくみ、疲れやすい、夜間尿が増える、頭痛、
高血圧、めまい、食欲不振、吐き気、下痢、
便秘、足がつる、動悸息切れ、手足のしびれ

３ がんは早く見つかるかどうかが大きな分かれ道！
～男性では２人に１人、女性では３人に１人が一生のうちにがんと診断される～

　男性は、肺、胃、肝臓がんが多く、女性は大腸がんが多くなっています。子宮がんの死亡率は、全国・県平
均を超える高さです。３９歳以下の女性では、一番多いのが子宮がん、次いで乳がんとなっています。がんは早
い段階で発見できるほど生存率は高くなり、特に胃、大腸、乳、前立腺がんは早期に発見できれば５年生存率
は９５％を超えます。
　家族そろって毎年検診を受け、明るい生活が送れるようにしましょう。
　※５年生存率とは、がんと診断されてから５年経過後に生存している人の割合をいいます。

【問合せ】健康増進課　保健予防係　（三日月庁舎）担当　松尾・吉次　☎７３－８８２２

小城市がん部位別死亡数（Ｈ21）
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佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀県県県県県県県県県県パパパパパパパパパパーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンググググググググググパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーミミミミミミミミミミッッッッッッッッッットトトトトトトトトト制制制制制制制制制制佐賀県パーキングパーミット制度度度度度度度度度度度
～～～～～～～～～～本本本本本本本本本本当当当当当当当当当当にににににににににに必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要なななななななななな人人人人人人人人人人ののののののののののたたたたたたたたたためめめめめめめめめめにににににににににに～本当に必要な人のために～～～～～～～～～～～

　本当に身障者用駐車場を必要とする人に県内に共通する利用証（パーキングパーミット）を交付することで、
駐車場を利用できる人を明らかにし、佐賀県と協定を結んだ施設に駐車スペースを確保し、身障者用駐車場の
適正利用を図る取組みです。

パパパパパパパパパパーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンググググググググググパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーミミミミミミミミミミッッッッッッッッッットトトトトトトトトト制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度ととととととととととパーキングパーミット制度とははははははははははは

身身身身身身身身身身障障障障障障障障障障者者者者者者者者者者用用用用用用用用用用駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車場場場場場場場場場場利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用証証証証証証証証証証とととととととととと有有有有有有有有有有効効効効効効効効効効期期期期期期期期期期身障者用駐車場利用証と有効期間間間間間間間間間間間

利用証は外からも見えやすいように、
ルームミラーに掲げます

①身体に障害のある方、高齢者及び難病等で歩行困難な方
………………………………………………………………５年（更新）

②一時的に歩行が困難な方……………………１年未満で必要な期間
　けがをされている方……………………車いす・杖などの使用期間
　妊産婦の方…………………………………妊娠７か月～産後３か月

利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ででででででででででききききききききききるるるるるるるるるる駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車利用できる駐車場場場場場場場場場場場
　ショッピングセンターや
ホテルなど、佐賀県と協定
を結んだ施設の身障者用駐
車場で利用できます。
　利用できる駐車場には、
右の看板が設置されていま
す。
　施設名は、申請窓口及び
県のホームページ「さがユ
ニバーサルデザインラボ」
http://www.saga-ud.jp」で
お知らせしています。

　平成２３年６月１日からパーキングパーミットの申請受付及び交付を
小城市役所福祉課（三日月庁舎２階）で行います。
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①　身体に障害のある方で歩行が困難な方（駐車禁止除外指定車標章交付対象者に準ずる）
②　一時的に歩行が困難な方（けがや病気の方、妊産婦の方）
③　高齢者で歩行が困難な方（要介護１以上の方）
④　難病等により歩行が困難な方（難病患者の方、療育手帳の障害の程度「Ａ」の方）

利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ででででででででででききききききききききるるるるるるるるるる利用できる方方方方方方方方方方方

申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請にににににににににに必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要なななななななななな書書書書書書書書書書申請に必要な書類類類類類類類類類類類
・身体に障害のある方……身体障害者手帳の写し
・高齢者の方………………身分証明書、介護保険被保険者証の写し
・けがや病気の方…………身分証明書、診断書の写し
・妊産婦の方………………身分証明書、母子手帳の写し
・難病患者の方……………身分証明書、特定疾患医療受給者証の写し
・知的障害者の方…………療育手帳の写し

平成２３年５月までに発行された利用証の更新手続きについては、 

佐賀県健康福祉本部地域福祉課　ユニバーサルデザイン担当へお問合せください。

☎２５―７０５３　　Ｅメール　chiikifukushi@pref.saga.lg.jp

　　各保健福祉事務所でも取り扱っています。

　　　・佐賀中部保健福祉事務所　　☎（０９５２）３０－３６００

　　　・鳥栖保健福祉事務所　　　　☎（０９４２）８３－２１６１

　　　・唐津保健福祉事務所　　　　☎（０９５５）７３－４１８４

　　　・伊万里保健福祉事務所　　　☎（０９５５）２３－２１０１

　　　・杵藤保健福祉事務所　　　　☎（０９５４）２２－２１０３

【申請窓口（平成２３年６月１日から受付開始）】
　福祉課　地域福祉係（三日月庁舎２階）　担当　中島・深町　☎７３―８８２５
　受付時間　月曜～金曜日（祝祭日を除く）　８時３０分～１７時１５分

有
料
広
告
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文
化
財
調
査
員（
嘱
託
職

員
）募
集
の
お
知
ら
せ　

　

文
化
課
で
は
、
平
成　

年
度
文

２３

化
財
調
査
員
（
嘱
託
職
員
）
１
名

を
募
集
し
ま
す
。

１　

勤
務
条
件

◆
雇
用
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

◆
勤
務
日
数　

月　

日
以
内

１７

◆
報
酬

　

月
額
２
１
５
、
０
０
０
円

◆
諸
手
当　

無

２　

内
容

　

市
内
で
行
わ
れ
る
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
業
務
及
び
報
告
書
作

成
業
務
。

（
考
古
学
の
知
識
を
有
し
、
発
掘

調
査
、
報
告
書
作
成
の
実
務
経
験

が
あ
る
方
又
は
同
等
と
認
め
る

方
）

３　

申
込
み
方
法

◆
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参

　

小
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課

（
桜
城
館
）ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
郵
送

　

封
筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」

と
朱
書
き
し
て
左
記
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

〒
８
４
５−

０
０
０
１

佐
賀
県
小
城
市
小
城
町

１
５
８
番
地
４

小
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課　

宛

※
注
意

・
履
歴
書
に
は
必
ず
写
真
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
に
は
必
ず
昼
間
連
絡
が

と
れ
る
電
話
番
号
（
携
帯
電
話

な
ど
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
履
歴
書
の
返
送
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
予
め
了
承
く
だ
さ
い
。

４　

申
込　

随
時

５　

採
用
方
法

　

面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
文
化
課　

　

文
化
財
保
護
係
（
桜
城
館
）

　

担
当　

古
庄
・
永
田　

　

☎　

−

８
８
０
９

７３

市
民
農
園
入
園
者
募
集
！

　

小
城
町
平
原
の
小
高
い
丘
に
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
入
園
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
募
集
区
画　

１
区
画

◆
貸
付
面
積　

１
区
画　

㎡
１２

◆
利
用
料
金　

年
間
６
千
円

◆
利
用
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２４

３１

◆
募
集
期
限　

　

平
成　

年
５
月
９
日
（
月
）

２２

　

※
先
着
順

◆
設
備　

　

駐
車
場
、
水
道
、
簡
易
ト
イ
レ

【
問
合
せ
】
農
林
水
産
課

　

農
政
企
画
係
（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

塚
元
・
水
田　
　

　

☎　

−

８
８
２
０

６３

第　

回
『
か
か
し　
　
 

１４

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』 

出
展
か
か
し
大
募
集
！

　

農
村
景
観
百
選
・
棚
田
百
選
に

選
ば
れ
た
小
城
町
江
里
山
の
棚
田

の
畦
に
毎
年
９
月
中
旬
～
下
旬
に

か
け
て
、
見
事
な
ひ
が
ん
花
が
咲

き
競
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
開
催

す
る「
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の　
供
か
か
し
僑
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ふ
る
っ
て
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
展
方
法
な
ど
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
出
展
申
込
み
時
期

　

９
月
中
旬
頃
（
後
日
決
ま
り
次

第
、
市
報
で
再
度
掲
載
し
ま
す
。）

◆
搬
入
場
所

　

小
城
町
江
里
山
公
民
館

◆
募
集
部
門

　

一
般
・
子
供
（
中
学
生
以
下
）

◆
賞　

各
部
門
賞
有
り

◆
展
示
会
場　

　

小
城
町
江
里
山
観
賞
広
場
周
辺

◆
展
示
期
間　

９
月
下
旬
頃

【
問
合
せ
】
農
林
水
産
課

　

農
政
企
画
係
（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

水
田
・
塚
元　
　

　

☎　
−

８
８
２
０

６３

小城庁舎○

小城駅○
○桜楽館

○市民病院

◎市民農園

国道 203号

県道 48号

有
料
広
告



各課からのお知らせ

7小城市報さくら

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者 

に
な
っ
た
ら
障
害
基
礎 

年
金
を　
　
　
　
　
　

　

障
害
基
礎
年
金
は
次
の
３
つ
の

条
件
が
そ
ろ
え
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
の
初
診
日
が
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
で
あ
る
と
き
、
又
は
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方

が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、　
６０

歳
以
上　

歳
未
満
で
あ
る
と
き
。

６５

※
初
診
日
：
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初

め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

②
障
害
の
程
度
が
、
障
害
認
定
日

に
お
い
て
国
民
年
金
法
施
行
令
別

表
（
１
級
・
２
級
）
に
定
め
る
程

度
で
あ
る
こ
と
。

　

障
害
者
手
帳
が
２
級
だ
か
ら
、

障
害
年
金
も
２
級
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
診
断
書
等
を
提

出
さ
れ
て
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
認
定
日
：
障
害
の
程
度
を

定
め
る
日
。
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
６
か
月

を
経
過
し
た
日
、
又
は
１
年
６

か
月
以
内
に
症
状
が
固
定
し
た

場
合
は
そ
の
日
。

③
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
に
被
保
険
者
期
間
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間（
一
部
納
付
し
た
期
間
）

を
合
算
し
た
期
間
が
３
分
の
２
以

上
で
あ
る
こ
と
。

（
初
診
日
が
平
成　

年
３
月　

日

２８

３１

以
前
の
場
合
は
、
初
診
日
の
属
す

る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に

保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）

◆
申
請
手
順

　

障
害
年
金
の
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
国
保
年
金
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
次
の

こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
ど
の
よ
う
な
障
害
な
の
か
。

②
病
気
の
発
症
し
た
時
期
、
初
診

日
。
通
院
の
状
況
等
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
初
診
日
が
厚
生
年
金
加
入
中
の

方
は
年
金
事
務
所
で
、
共
済
年

金
加
入
中
の
方
は
共
済
組
合
で

の
請
求
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

嘉
村
・
古
川

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

　

佐
賀
年
金
事
務
所

　

☎　

−

４
１
９
１　

３１
小
城
市
中
小
企
業
小
口 

資
金
融
資
制
度　
　
　

　

中
小
企
業
の
た
め
の
融
資
制
度

で
す
。

◆
金
利　

年
利　

％
2.2

（
金
利
変
動
有
・
保
証
料
は
小
城

市
全
額
負
担
）

◆
融
資
限
度
額

　

１
、
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

・
運
転
資
金
７
年
以
内

・
設
備
資
金　

年
以
内

１０

・
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
を
併

用
し
た
場
合
、
設
備
資
金
の
貸

付
額
が
全
体
の
２
分
の
１
以
上

の
と
き
は　

年
以
内

１０

◆
利
用
条
件

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

及
び
個
人
又
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
で
、
同
一
の
事
業
を

１
年
以
上
引
き
続
き
経
営
し
、

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
を
必

要
と
す
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
担
保　

原
則
不
要

◆
保
証
人

　

・
個
人
事
業
者　

原
則
不
要

　

・
法
人
の
場
合　

　
　
　

原
則
法
人
代
表
者
の
み

【
問
合
せ
】

・
小
城
商
工
会
議
所

　

☎　

−

４
１
１
１

７３

・
牛
津
芦
刈
商
工
会

　

☎　

−

０
２
２
２

６６

・
小
城
市
役
所　

商
工
観
光
課

　
（
小
城
庁
舎
南
別
館
）

　

☎　

−

８
８
１
３

７３

　

担
当　

山
口
・
原
口

有
料
広
告

申込方法など詳細はお問合せください。
【問合せ】総務課（牛津庁舎）担当：空閑・森
☎６３－８８１８ E-mail：kouhou@city.ogi.lg.jp

掲載料 ・縦４．５㎝×横８．５㎝ １０，０００円
・縦４．５㎝×横１７．５㎝ ２０，０００円

有料広告募集中
市報を使って、
あなたのお店を
ＰＲしてみませんか？



ま
ち
を
守
る
。
ひ
と
を
守
る
。

Disaster prevention

　

様
々
な
災
害
が
あ
る

中
で
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
が
「
水
害
」
で
す
。

　

牛
津
川
、
晴
気
川
、

嘉
瀬
川
と
河
川
に
囲
ま

れ
、
平
地
が
続
く
小
城

市
に
と
っ
て
水
害
は
身

近
で
深
刻
な
災
害
で
す
。

　

と
り
わ
け
干
満
差
の

激
し
い
有
明
海
に
近

く
、
海
面
よ
り
低
い
土

地
が
広
が
る
牛
津
町
は

洪
水
を
起
こ
し
や
す

く
、
昔
か
ら
水
害
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
災
害
を
知
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

私
た
ち
に
で
き
る
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。



で
す
。

　

平
成
２
年
の
浸
水
は
小
城
町
、
牛

津
町
、
三
日
月
町
、
芦
刈
町
、
多
久
市
、

そ
れ
か
ら
西
に
大
き
く
広
が
り
、
多

く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

そ
れ
以
降
、
多
久
市
の
牟
田
辺
に

「
遊
水
池
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
陰
で
一
昨
年
の
大
雨
で
も
牛
津

川
は
溢
水
す
る
こ
と
な
く
、
安
全
が

保
た
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
当
時
の
こ
と
を
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
水
害
で
ど

こ
ま
で
浸
水
し
た
の
か
住
民
が
目
に

つ
き
や
す
い
公
共
物
に
印
を
つ
け
る

な
ど
し
て
、
常
に
水
害
を
意
識
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
の

水
害
を
想
定
し
、
避
難
経
路
と
場
所

の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
災
害
に

対
す
る
備
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

牛
津
川
は
有
明
海
の
干
満
の
影
響

を
受
け
や
す
い
感
潮
河
川
な
上
に
、

晴
気
川
の
水
も
流
れ
込
む
た
め
、
こ

れ
ま
で
幾
度
も
水
害
に
遭
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ひ
ど
か
っ
た
の
は
昭
和
55
年
８
月

30
日
の
「
55
水
」。
全
国
紙
に
『
牛
津

町
が
沈
ん
だ
』
と
記
事
が
載
り
ま
し

た
。
こ
の
「
55
水
」
の
後
に
、
牛
津

川
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
平
成
２
年
７
月
２
日
、
ま

た
水
害
が
市
を
襲
い
ま
し
た
。
当
時

私
は
、
未
明
か
ら
牛
津
町
役
場
に
待

機
し
て
い
ま
し
た
。
９
時
48
分
、
門

前
の
区
長
さ
ん
か
ら
役
場
に
「
晴
気

川
の
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
！
」
と
連
絡

が
あ
り
、
直
ち
に
防
災
無
線
で
放
送

し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
避

難
し
て
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
の
出
動

要
請
な
ど
、
本
当
に
慌
た
だ
し
か
っ
た

▼ 永渕和正さん
（平成２年当時、牛津町役場建設課１係長）

元職員と「平成２水」を振り返る
すい

平成 2年の水防情報の記録

治水対策としては、川幅を広げたり、上
流にダムを造る方法がありますが、海面
より低い土地が広がる牛津川流域にとっ
ては平地に川の水を溜めて洪水を防ぐ
「遊水池」がいちばん最適な方法でした。
普段は田畑として使われていますが、洪
水時には約 90 万㎥の水をため、下流の
被害を減らすことができます。

前日の７月 1 日から雨が
降っていた。２日の朝、
柿樋瀬から水位が上昇して
いると電話があった。
谷で家屋に浸水。
次々と家屋浸水の連絡が届
く。
牛津江川、溢水の恐れ。放送。
高柳橋、江津ヶ里、下久須
で溢水の連絡あり。水位の
上昇、交通整理などあらゆ
る備えの手をうった。
牛津川・牛津江川の溢水し
ていることを放送。刻々と
伝えられる状況。
牛津川・牛津江川の溢水し
ているので危険な状況であ
ることを放送。
門前の区長より晴気川左岸
10m決壊。
一斉放送
区長から住民へ避難の連絡
が済む。その一方住民から
ボートの要請が相次ぐ。
砥川大橋下で自衛隊が復旧
開始。
大雨警報解除。洪水警報、
その他注意報はそのまま。
復旧のため、次々と土のう
が積まれていく。被害の状
況が確認されていく。
避難者の数も少しづつ減っ
ていく。
晴気川の溢水止まる。
防疫申込 1,900 世帯

体
験
者
が
語
る

平
成
２
年
の
大
水
害

過
去
を
活
か
し
、

今
ど
う
す
る
べ
き
か

平成 2年の

洪水で浸水し
た

ところ

5：49 ▲

6：07 ▲

7：05 ▲

8：30 ▲

8：48 ▲

9：48 ▲

9：59 ▲

14：00 ▲

15：00 ▲

23：00 ▲

2：00 ▲

8：00 ▲

使った土のう　5,100

出 動 人 員　250人

床 下 浸 水　689世帯

床 上 浸 水　761世帯

MUTABE牟田辺の遊水池 通常時

洪水時

す
い

む     

た     

べ

※

※ 溢水【いっすい】…水があふれること。



備
い
ざ
と
い
う
時
にえ
る

■「
小
城
市
防
災
行
政
無
線
」
の
放
送
内

容
が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　

大
雨
の
時
や
暴
風
雨
の
際
に
、
防
災
行
政

無
線
で
の
放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
、

放
送
か
ら
３
時
間
以
内
は
、
電
話
で
聞
き
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
番
号

☎
51 

ー 

５
２
５
８

■
避
難
は
慌
て
ず
、
早
め
に

　

緊
急
性
で
は
「
避
難
指
示
」
の
ほ
う
が
「
避

難
勧
告
」
よ
り
高
く
、
拘
束
力
が
強
く
な
り

ま
す
。
市
か
ら
避
難
情
報
が
出
た
場
合
に
は
、

慌
て
ず
、
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■「
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
」

　

佐
賀
県
が
提
供
す
る
、
防
災
・
安
全
・
安

心
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
サ
イ
ト
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

・kantan@
esam

.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
、
ま
た
は
携
帯
に

http://esam
.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
。

・ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
る

■「
小
城
市
防
災
メ
ー
ル
」

　

小
城
市
が
提
供
す
る
防
災
メ
ー
ル
で
す
。

◆
登
録
の
仕
方

・http://ogi-shim
in@
bousai.city-ogi.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
る
。

・ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
る

■
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
を
！　

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
自
力
で
の
避
難
が

で
き
な
い
方
（
災
害
時
要
援
護
者
）
へ
の
安

否
確
認
・
避
難
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

小
城
市
役
所
福
祉
課
で
「
災
害
時
要
援
護

者
台
帳
」
へ
の
登
録
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
代
理
申
請
も
可
能
）

対
象
：
在
宅
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
難
病

患
者
等
の
方

【
問
合
せ
】
小
城
市
役
所

　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
73 

ー 

８
８
２
０

大
事
な
こ
と
は

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
も
正
し
い
情
報
を

収
集
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次ページからのハザードマップ８ページ分は、小城市にお住まいの方の災
害時の対応などが書いてあります。市報から抜き出し、災害時など、緊急
のときにすぐに確認できる場所に保存しておいてください。

その情報ちょっと待って！

携
帯
電
話
で

読
み
取
り
！

携
帯
電
話
で

読
み
取
り
！

災害時や緊急時、先の東日本大震災の際にメー
ルやツイッターなどでデマの情報が出回りまし
た。役に立つ情報を他の人にも広めようという

“善意”の結果が、誤っ
た情報を広げている場合
があります。人に伝える
場合は情報の出所がどこ
なのか、官公庁や公式な
情報かどうかを確認しま
しょう。冷静な判断をお
願いします。

デマ情報には気をつけましょう！デマ情報には気をつけましょう！



デマ情報には気をつけましょう！









＊このマップには、概ね１００年（福所江について
は概ね３０年）に一回程度起こる大雨により、小
城市内の河川が増水し、堤防が破堤した場合
に予想される浸水深を表示しています。



＊このマップには、概ね１００年（福所江について
は概ね３０年）に一回程度起こる大雨により、
小城市内の河川が増水し、堤防が破堤した場
合に予想される浸水深を表示しています。

三
日
月
野
外
研
修
セ
ン
タ
ー

三
日
月
野
外
研
修
セ
ン
タ
ー







各課からのお知らせ

19小城市報さくら

空
き
店
舗
等
を
活
用
し 

て
事
業
を
始
め
て
み
ま 

せ
ん
か　
　
　
　
　
　

！！

　

小
城
市
中
心
市
街
地
内
の
空
き

店
舗
等
を
賃
貸
し
て
、
市
民
・
来

街
者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
業
種
や
商

店
街
の
魅
力
を
高
め
る
業
種
等
の

展
開
を
目
指
す
民
間
事
業
者
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
対
し
て
施
設
改
装

費
、
店
舗
賃
借
料
等
を
支
援
し
ま

す
。

◆
対
象
事
業

①
不
足
業
種
（
小
売
業
・
飲
食
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
）
の
出
店　

②
保
育
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
高
齢
者

の
交
流
施
設
等
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
整
備
・
運
営
す
る

事
業

③
画
家
・
彫
刻
家
・
工
芸
家
な
ど

が
作
品
を
制
作
・
展
示
・
販
売

等
を
行
う
施
設
を
整
備
・
運
営

す
る
事
業

◆
補
助
対
象
者

　

民
間
事
業
者
（
個
人
・
法
人
は

問
わ
な
い
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

※
た
だ
し
、
空
き
店
舗
等
の
所
有

者
の
親
族
又
は
所
有
者
が
理
事

も
し
く
は
代
表
者
で
あ
る
法
人

等
は
除
く
。

◆
補
助
内
容

※
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
し
ま
す
。

◆
対
象
エ
リ
ア

　

小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
対
象
区
域
内
の
商
店
街

（
小
城
町
の
商
店
街
）
等

◆
採
択
予
定
件
数　

１
件

◆
募
集
期
間

　

６
月　

日
（
木
）
ま
で

３０

◆
そ
の
他

　

募
集
要
件
の
確
認
や
提
出
書
類

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
問
合
せ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
要

件
・
提
出
書
類
等
の
確
認
及
び
申

請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま

す
。※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら

し
・
環
境
→
ま
ち
づ
く
り

【
問
合
せ
】

　

・
小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化

　
　

協
議
会
（
お
ぎ
元
気
館
）

　
　

担
当　

中
村

　
　

☎　

−

８
１
０
０

７２

　

・
小
城
市
役
所

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

　
　
（
お
ぎ
元
気
館
）

　
　

担
当　

西
・
永
渕

　
　

☎　

−

８
８
３
５

７３

子
ど
も
手
当
は
引
き
続 

き
支
給
さ
れ
ま
す　
　

　

子
ど
も
手
当
は
平
成　

年
４
月

２３

か
ら
平
成　

年
９
月
ま
で
の
６
か

２３

月
間
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
１
３
、

０
０
０
円
で
引
き
続
き
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　　
　

◆
支
給
金
額

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

　

月
額
１
３
、
０
０
０
円

◆
支
給
対
象
に
な
る
子
ど
も

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

　
（
０
歳
か
ら　

歳
に
な
っ
た
後

１５

の
最
初
の
３
月　

日
ま
で
）　

３１

◆
支
給
月

・
平
成　

年
６
月

２３

　
（
平
成　

年
２
月
分
～
５
月
分
）

２３

・
平
成　

年　

月

２３

１０

　
（
平
成　

年
６
月
分
～
９
月
分
）

２３

　

平
成　

年
６
月
の
現
況
届
の
提

２３

出
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、　

月
に
届
出
・
申
請

１０

な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課　

　

子
育
て
支
援
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

渡
邊
・
福
地

　

☎　

−
８
８
２
１

７３

有
料
広
告

補助率等対象経費

対象経費の８０％以内の額とし、２５０万円を限度とする。
【単年のみ】

空き店舗等改修費（内外装、設備工
事及びこれらに類する経費）
※ただし、備品等の動産物は除く。

１年目　対象経費の９０％以内、月額８万５千円を限度とする。
２年目　対象経費の７０％以内、月額６万５千円、年額７５万円を限度とする。
３年目　対象経費の５０％以内、月額４万５千円、年額５０万円を限度とする。

１　店舗等賃貸料（敷金等は除く）
２　広告宣伝費

（

）
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春
の
交
通
安
全　
　
 

　
　
　
　

県
民
運
動

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」

　

５
月　

日（
水
）か
ら　

日（
金
）

１１

２０

ま
で
の　

日
間
「
春
の
交
通
安
全

１０

県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、

１
．
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

２
．
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
（
特
に
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
の
周
知

徹
底
）

３
．
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
重
点
目
標
に
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

特
に
、
５
月　

日
（
金
）
は
、

２０

平
成　

年
よ
り
新
た
な
国
民
運
動

２０

と
し
て
開
始
さ
れ
た
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事

故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

並
進
の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

　

一
時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用

 

小
城
市
交
通
安
全
指
導
員 

委
嘱
状
交
付
式

　

４
月
１
日
（
金
）
に
「
小
城
市

交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
状
交
付

式
」
を
開
催
し
、
市
長
よ
り　

名
４１

の
方
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

交
付
式
終
了
後
、
小
城
警
察
署

交
通
課
課
長
よ
り
「
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
の
心
構
え
」
と
題
し

て
、
交
通
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
指
導
員
の
み
な
さ
ん

に
は
今
後
、
児
童
の
通
学
時
の
街

頭
指
導
や
交
通
安
全
教
室
等
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
【
問
合
せ
】　

総
務
課　

　

消
防
・
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

南
里
・
三
ッ
家

　

☎　

−

８
８
１
８

６３

特
設
人
権
相
談
に
つ
い
て

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
し
、
全
国
的
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
城
市
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
、
女
性
・
こ
ど
も
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
人
権
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日　

６
月
１
日
（
水
）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１５

３０

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
桜
楽
館
」　

創
作
室

◆
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

【
問
合
せ
】
市
民
課

　

人
権
・
同
和
対
策
室

　
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

金
丸
・
野
口

　

☎　

−

８
８
０
０

７３

有
料
広
告

あなたの借金生活、見直ししてみませんか？

☎ 0952‒75‒2170

任意
整理

過払
請求

自己
破産

個人
再生

不動産
登記

商業
登記

裁判
手続き

司法書士法人

10年以内に、
完済した方もＯＫ!!
払い過ぎた利息
取り返せます

あ
相続登記は

お済みですか？

例例例例えええばばばば例えば
•追加融資で、借りれない！
•夫に承諾なんて、得られない！
•住宅を処分せずに借金を整理したい！
•少しでも、借金の悩みから解放されたい！

【佐賀事務所】佐賀県多久市北多久町小侍45‒129　司法書士 米満安浩／認定番号第130027号

佐賀ＭＣＰ で 検索

0
索

⇨
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21小城市報さくら

食
育
体
験
教
室
募
集　
 

子
育
て
マ
マ
ク
ッ
キ
ン 

グ
教
室　
　
　
　
　
　

　

簡
単
な
手
づ 

く
り
お
や
つ
に 

挑
戦
し
て
み
ま 

せ
ん
か
。

◆
内
容　

食
育
講
話
、
調
理
実
習
、

　
　
　
　

試
食
会

◆
日
時　

５
月　

日
（
木
）

２６

　
　
　
　
　

時
～　

時

１０

１３

◆
場
所　

三
日
月
保
健
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
り
あ
」

◆
参
加
費　

２
０
０
円

◆
対
象　

子
育
て
中
（
就
学
前
の

子
ど
も
）
の
マ
マ

◆
募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

１６

◆
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◆
申
込
締
切　

５
月　

日
（
木
）

１９

　

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課　

　

健
康
づ
く
り
係

　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

松
尾
・
大
坪

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

牛
津
っ
子　
　
　
　
 

　
　

よ
ー
い
ド
ン
！

　

来
年
度
、
牛
津
小
学
校
に
ご
入

学
さ
れ
る
み
な
さ
ん
！

　

小
学
校
の
大 

き
な
運
動
場
で 

走
っ
て
み
ま
せ 

ん
か
？

◆
期
日　

５
月　

日
（
日
）

２９

◆
時
間　
　

時
頃
ス
タ
ー
ト

１０

　
（
多
少
の
ず
れ
も
あ
り
ま
す
）

◆
申
込
方
法　

当
日
、
牛
津
小
本

部
テ
ン
ト
に
て
９
時　

分
～　

分

１５

４５

ま
で
に
受
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
名
簿
に
記
入
が
な
け
れ
ば
、

参
加
で
き
ま
せ
ん
。
集
合
の
放
送

で
、
指
定
の
場
所
に
お
子
様
を
お

連
れ
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
雨
天
等
で
運
動
会
延
期

の
場
合
は
こ
の
種
目
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

※
運
動
会
延
期
の
確
認
方
法

・
牛
津
小
学
校
の
緊
急
メ
ー
ル

・
牛
津
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
2.saga-ed.jp

        
 
 
            /  

school/edq11101

               /  

【
問
合
せ
】
牛
津
小
学
校

　

担
当　

田
中

　

☎　

−

０
０
４
７

６６

桜
岡
小
古
賀 
百  
葉 
さ
ん 

も
も 

は

食
育
標
語
で
最
優
秀
賞
！

「
い
た
だ
き
ま
す 

湯
気
の
向
こ
う
に 

　

ほ
か
ほ
か
え
顔
」

　

食
育
標
語
の
表
彰
式
が
４
月
６

日
桜
岡
小
学
校
で
行
な
わ
れ
、
最

優
秀
賞
の
古
賀 
百  
葉 
さ
ん
、
佳
作

も
も 
は

の
服
巻 
亜  
実  
香 
さ
ん
に
賞
状
な
ど

あ 

み 

か

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
な

ど
を
見
つ
め
な
お
し
て
も
ら
お
う

と
家
族
だ
ん
ら
ん
県
民
運
動
「
み

ん
な
で
食
卓
推
進
委
員
会
」
が
募

集
し
た
も
の
で
、
県
内
小
学
生
児

童
５
、
１
４
７
点
の
作
品
の
中
か

ら
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　

学
校
食
育
推
進
係（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

山
本
・
岩
崎

　

☎　

−

８
８
０
７

７３

は
じ
め
て
の 

中
国
語
講
座

　

中
国
に
興
味
の
あ
る
方
、
こ
れ

か
ら
中
国
語
の
学
習
を
始
め
た
い

方
、
初
心
者
か
ら
の
中
国
語
入
門

講
座
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
１
、
８
、　

、　

、　

日

１５

２２

２９

　
（
毎
週
水
曜
日
）

　
　

時　

分
～　

時

１８

３０

２０

◆
場
所

　

小
城
公
民
館　

１
階
会
議
室

◆
講
師　
 
肖 　
 
冬  
元 

し
ょ
う 

と
う 
げ
ん

　

元
中
国
湘
潭
大
学
外
国
語
学
部

　

教
員

◆
参
加
費　

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
募
集
期
間

　

５
月
６
日
（
金
）
か
ら

【
問
合
せ
】
小
城
公
民
館

　

担
当　

副
田

　

☎　

−
３
２
１
５

７３

 まちの話題
き
れ
い
な
お
花
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

４
月
７
日
（
木
）、
小
城
庁
舎

前
の
花
壇
に
ベ
コ
ニ
ア
・
ペ

チ
ュ
ニ
ア
な
ど
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
、　

月
の
葉
牡

１２

丹
の
時
と
同
じ
山
東
美
建
さ
ん

（
三
日
月
町
織
島
）の
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
か
ら
、
講
師
の
金
子

順
子
さ
ん
始
め
７
名
の
方
で
す
。

　

ま
た
、
花
の
苗
は
田
中
丸

ガ
ー
デ
ン
さ
ん（
小
城
町
船
田
）

に
無
料
で
提
供
し
て
頂
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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22平成２３年５月５日号

資
源
物
の
抜
き
取
り
は 

禁
止
で
す
！　
　
　
　

　

各
行
政
区
の
燃
え
な
い
ご
み
コ

ン
テ
ナ
等
に
集
め
ら
れ
た
金
物
や
、

ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
城
市
内
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
等

か
ら
の
抜
き
取
り
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

各
行
政
区
の
不
燃
物
集
積
所
に

集
め
ら
れ
た
も
の
は
、
小
城
市
の

条
例
に
よ
り
「
市
の
持
ち
物
」
と

定
め
て
お
り
、
抜
き
取
り
行
為
は

条
例
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

不
審
な
人
物
が
集
積
所
か
ら
資

源
物
を
持
ち
去
っ
て
い
る
所
を
見

か
け
ら
れ
た
場
合
は
、
車
両
、
ナ

ン
バ
ー
、
場
所
、
日
時
等
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

川
﨑
・
松
本　

　

☎　

−

８
８
０
３ 

７３

 

 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
…　
  

Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
員
窓
口 

を
設
置
し
ま
し
た
！　

　

県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
か

ら
相
談
員
が
派
遣
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
電

話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　

９
時
～　

時
１７

◆
場
所　

小
城
市
役
所　

　

小
城
庁
舎
２
階　

相
談
室

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課　

　

子
育
て
支
援
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

福
地
・
吉
岡　

　

☎　
−

８
８
２
１

７３

もえないごみ

小城市

金物入れ

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
っ
て
？

　

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工

場
の
煙
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒

素
酸
化
物
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ（
大
気

中
の
有
機
化
合
物
）な
ど
が
、

太
陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
生

成
す
る
オ
ゾ
ン
を
主
体
と
し

た
酸
化
力
の
強
い
物
質
の
総

称
で
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
っ

て
？

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
が
高
く
な
り
、
空
が
白
く

〝
も
や
〞
が
か
か
っ
た
よ
う

な
状
態
を
「
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
」
と
呼
び
ま
す
。

光化学オキシダント（光化学スモッグ）に注意しましょう！
光化学オキシダント
（光化学スモッグ）

紫外線

光
化
学反

応
窒素化合物やＶＯＣ窒素化合物やＶＯＣ

目や喉の痛みなど

【注意する時期・季節】
○春から秋にかけての晴れた日
○日差しが強く、気温が高く、風が弱い日
　このような時は、外出を控えてください。
特に、屋外での激しい運動は避けてください。
　濃度が高くなると県知事から市町村やマス
コミを通じ「光化学オキシダント注意報」が
発令されます。

　【　どのような症状がでるの？　】
症状の例
・目がチカチカする
・目がショボショボする
・涙が異状に出る
・のどが痛む
・せきがでる
・胸部に不快感を覚える

こんな時は、

症状が回復しない場合は、
医師の診察を受けて下さい。

室内で休息しましょう

洗　顔 洗　眼 うがい

【問合せ】　環境課　環境係（小城庁舎）　担当　山口・福元　☎73‒8803

 まちの話題
遊
漁
船
ク
ラ
ブ
海
開
き

　

４
月
７
日
（
木
）、
佐
賀
県
有

明
海
漁
業
協
同
組
合
芦
刈
支
所

遊
漁
船
ク
ラ
ブ
の
海
開
き
式
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約　

人
が
参

２０

加
し
て
期
間
中
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

遊
漁
船
ク
ラ
ブ
は
会
員　

人
１４

で
、
こ
れ
か
ら
８
月
ま
で
の
間
、

芦
刈
町
の
住
ノ
江
港
か
ら
出
港

し
、
沖
の
島
周
辺
で
の
ス
ズ
キ

釣
り
や
潮
干
狩
り
、
網
漁
体
験

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
遊
漁
船
の
申
込
み
・
問
合
せ
】

佐
賀
県
有
明
海
漁
協
芦
刈
支
所

☎　

−

１
２
２
５

６６
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市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

小
児
科
医
師　

安
藤　

万
里
子

　

お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
（
免

疫
）
は
、
百
日
せ
き
で
は
生
後
３
か
月

ま
で
に
、
は
し
か
で
は
生
後　

か
月
ま

１２

で
に
ほ
と
ん
ど
自
然
に
失
わ
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
を
す
ぎ

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫
を
つ

く
っ
て
病
気
を
予
防
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

１
．
予
防
接
種
と
は
？

　

抵
抗
力
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
、
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
に
感
染
す
る
と
重
症
に
な

る
病
気
が
あ
り
、
時
に
は
重
い
後
遺
症

が
残
っ
た
り
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
危
険
を
減
ら
す
よ
う

に
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
つ
け
る
の
が
予

防
接
種
の
役
割
で
す
。
予
防
接
種
に
使

う
薬
液
の
こ
と
を
「
ワ
ク
チ
ン
」
と
い

い
ま
す
。

２
．
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
特
徴

　

ワ
ク
チ
ン
に
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
生
き
た
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
毒
性
を
弱
め
た
も
の
で
、
こ
れ

を
接
種
す
る
こ
と
で
そ
の
病
気
に
か

か
っ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
抵
抗
力
が

で
き
ま
す
。
接
種
後
に
は
、
発
熱
や
発

疹
の
軽
い
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
十
分
な
抵
抗
力
が
で
き
る

の
に
約
１
か
月
必
要
で
す
。

　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
を
殺
し
、
免
疫
を
つ
く
る
の
に
必

要
な
成
分
を
取
り
出
し
て
毒
性
を
な
く

し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。
一
定
の
間
隔

で
２
～
３
回
接
種
し
、
最
小
限
必
要
な

抵
抗
力
が
で
き
た
あ
と
、
約
１
年
後
に

追
加
接
種
し
て
十
分
な
免
疫
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
ば
ら

く
す
る
と
少
し
ず
つ
免
疫
が
減
っ
て
し

ま
う
の
で
、
長
期
に
免
疫
を
保
つ
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
に
応
じ

て
追
加
接
種
が
必
要
で
す
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹

風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
が
あ

り
ま
す
。

　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
三
種
混
合
、

二
種
混
合
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ

ブ
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等

が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
の
市
民
病
院
だ
よ
り
で
は
、

個
々
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
う
少
し

具
体
的
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

市
民
病
院
だ
よ
り

時間外受診をされる方へ　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話で宿日直医師の担当診療科をお問
　　　　　　　　　　　　合せください。専門外の疾病の場合は、診察できませんのでご了承ください。
【問合せ】小城市民病院　緯７３−２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.city.ogi.lg.jp/hospital/

水曜日午後の診療を開始しました！

外科
金木水火月
持永三宅持永三宅持永午前

三宅（予約）池田持永持永三宅（予約）午後
※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。

産婦人科　受付時間：午前・７時～１１時３０分　午後・１２時３０分～１６時
金木水火月
松尾松尾松尾松尾松尾午前

松尾（予約）福田松尾（予約）松尾（予約）松尾（予約）午後
福田夕方診療

※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。
※午後の診察は、急患以外は基本的に予約診療とさせていただきます。 

脳神経外科
金木水火月

佐賀大学午後のみ

内科
金木水火月
福山佐藤黄徳島菅予　約

午
前

尾形黄菅尾形尾形
黄田代徳島菅徳島新　患
久保田高橋呼吸器

高橋肝　臓
富樫（隔週）リウマチ

菅佐賀大学徳島福山黄予　約午
後 久保田佐賀大学徳島福山徳島新　患

尾形夕方自由診療
※木曜日は１７時３０分～１９時まで自由診療を行っています。（禁煙・薄毛・ＥＤ）

泌尿器科　受付時間：午前７時～１１時３０分
金木水火月

高木徳田／西村午後のみ

小児科　受付時間：午前７時～１１時３０分
金木水火月
安藤安藤安藤安藤安藤午前
安藤佐賀大学安藤安藤安藤午後

※午後の診療は１３時３０分から１４時３０分まで乳児検診・予防接種を
行っており、事前予約が必要です。また、一般診療は１４時３０分か
らとなりますが、急病等の場合は随時対応します。

　午　前　　８時３０分～１２時３０分
診療時間 　午　後　　１４時～１７時１５分　　　（受付は１６時３０分まで）

　夕　方　　１７時３０分～１９時　　　（受付は１８時３０分まで）

循環器科
金木水火月

龍午前
龍龍午後
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軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り

ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
取
得
、
又
は
所
有
す
る

軽
自
動
車
の
う
ち
、
本
人
や
生
計
を
一
に

す
る
方
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、

一
定
の
要
件
（
障
害
の
程
度
・
使
用
目
的

等
）
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
普
通
自
動

車
（
県
税
事
務
所
申
請
分
）
を
含
め
１

台
の
み
で
す
。

※
減
免
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

※
車
両
の
登
録
事
項
に
変
更
が
な
い
限
り

新
た
に
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

・
障
害
者
手
帳
等
の
各
種
手
帳

・
運
転
者
の
免
許
証

・
減
免
を
申
請
す
る
車
の
車
検
証

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

※
家
族
運
転
又
は
軽
自
動
車
の
名
義
が
身

体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
方
の

場
合
は
、
別
に
使
用
目
的
の
証
明
書
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
期
限
（
期
限
厳
守
）

　

５
月　

日
（
火
）
ま
で

２４

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
に
記
載
さ
れ
て
い

る
障
害
及
び
等
級
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課　

課
税
係

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

松
尾
・
遠
江

　

☎　

−

８
８
０
１

７３

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税

２３

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
発
送
日
は

５
月
６
日
（
金
）
で
す
。

　

内
容
を
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
名
前
で
納
税
通

知
書
が
届
い
て
い
る
と
き
は
】

　

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有
者
が

死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
代
理
人
の
届

出
（
代
表
相
続
人
又
は
納
税
管
理
人
）
が

必
要
で
す
。
届
出
に
つ
い
て
は
固
定
資
産

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
家
屋
（
建
物
）
を
建
築
、
又
は
取
り
壊
し

た
と
き
は
】

　

家
屋
を
新
・
増
築
又
は
解
体
し
た
と
き

は
固
定
資
産
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
課
税
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
家
屋
、
あ
る
い
は
既
に
解
体
し
た
家

屋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課　

固
定
資
産
係

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

南
里
清
・
高
塚

　

☎　

−

８
８
０
１

７３
【 

夜
間
納
税
相
談
】

　

５
月　

日
、　

日
（
木
）

１２

２６

　
　

時　

分
～　

時

１７

３０

２０

　

場
所　

小
城
庁
舎
１
階　
　

税
務
課

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
は
安
心
・
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◆
口
座
振
替
が
で
き
る
税
金

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税

◆
口
座
振
替
が
で
き
る
指
定
金
融
機
関

・
佐
賀
銀
行

・
佐
賀
共
栄
銀
行

・
九
州
労
働
金
庫

・
佐
賀
東
信
用
組
合

・
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合

・
佐
賀
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

・
九
州
管
内
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
（
沖
縄
県
を
除
く
）

◆
申
込
み
方
法

▽
申
込
場
所

　

振
替
希
望
の
金
融
機
関
窓
口

※
申
し
込
み
の
際
、
届
出
印
の
確
認
が
必

要
で
す
。

▽
必
要
な
も
の

　

・
預
（
貯
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※
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を
さ
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手
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、
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か
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。

手
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翌
月
末
か
ら
の
振
替

開
始
と
な
り
ま
す
。

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【問合せ】
 税務課（小城庁舎）
 ☎７３－８８１０
 ☎７３－８８０１
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納期限を守りましょう！
５月３１日（火）納期限　　 軽自動車税　全期　　 固定資産税　１期

＜市税等＞納期のお知らせ　市税等の納期は、次の表のとおりです。

321１２１１１０987654月　
　税目

4期3期2期1期市県民税
（普通徴収）

4期3期2期1期固定資産税

全期軽自動車税

10期9期8期7期6期5期4期3期2期1期国民健康保険税

※市税等の納付期限日は、上記表の各税該当月の月末（月末が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）となります。 
　ただし、固定資産税（３期）及び国民健康保険税（７期）の１２月分につきましては、２８日が納付期限日となりますのでご注意ください。
※各市税等の納付書送付につきまして、各税第１期目の納付書送付時に年間（各期）分を送付します。
　上記表にて納付期限をご確認の上、金融機関等で納付をお願いします。
※納付書は一括送付のため取扱い、紛失等には特にご注意ください。
　なお、納付には口座振替をご利用いただくと便利です。

情報いろいろ
information

 お知らせ　 募集　 開催します（イベント情報など）知 募 開

石工の里ふれあい
ウォーキング

　牛津町の砥川地区は「石工の里」として知られ、
すばらしい石仏や石像物が数多く点在しています。
ウォーキングをしながら、ふるさとの文化や歴史遺
産にふれてみませんか。
◆日時　５月１４日（土）８時３０分（受付）
　　　　９時～１６時
◆場所　永福寺（牛津町寺町）
◆特別プログラム
　・石工の里クイズで楽しみながらウォーキング
　・オリジナル「砥川石仏物語」の紹介
◆参加費　５００円（保険＋資料代）
　※昼食希望の方は、別途５００円
◆申込み　当日受付で申込んでください。
※雨天の場合は、石工の里に関するビデオ上映会及
び講話をします（９時～１２時）　
【問合せ】うしづ石工の里を未来に伝える会
　　　　　事務局　大橋　☎０９０－９４９２－６６２９

募

ご存知ですか？
防災気象情報

　気象台では、気象災害が発生するおそれがある場
合、皆さまの自らの避難行動に役立てていただくた
めに、警報や土砂災害警報情報などの防災気象情報
を発表しています。
大雨警報（土砂災害、浸水害）、洪水警報
（市や町を対象に発表します）
　土砂災害や浸水害及び洪水害の危険がある場所で
は、避難の準備を、また、お年寄りや体の不自由な
方など避難に時間を要する方は、早めの避難を心が
けてください。
土砂災害警戒情報（市や町を対象に発表します）
　崖の近くなど土砂災害の危険がある場所では、早
めの避難を心がけてください。
指定河川洪水予報
（小城市では、嘉瀬川、牛津川に発表します）
　河川の流域では、「はん濫注意情報」で避難の準備
を、「はん濫警戒情報」では早めの避難を心がけてく
ださい。
　気象台ではこの他に様々な防災気象情報を発表し
ています。詳しくはホームページをご覧いただく
か、お問合わせください。
【問合せ】佐賀地方気象台防災業務課　☎３２－７０２６
　ホームページ
　http://www.jma-net.go.jp/saga/bosai/jyouhou/bosai_jyouhou.htm

知
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 お知らせ　 募集　 開催します（イベント情報など）知 募 開

インターネット無料体験会

　インターネットに興味をお持ちの方、この機会に
体験してみませんか？気軽に質問や相談ができる
コーナーもあります。
◆日時　６月９日（木）午前の部　１０時～１２時
　　　　　　　　　　　午後の部　１４時～１６時
◆場所　佐賀新聞社５階会議室
◆募集人員　６０人
　　　　　　（午前の部３０人・午後の部３０人）重複可
◆参加費　無料　
◆申込期限　６月３日（金）１７時まで（先着順）
【問合せ・申込み】
　佐賀新聞・長崎新聞インターネット
　☎０１２０－８０９－８０１（フリーダイヤル）
　平日９時～１２時、１３時～１７時

開

職業訓練受講生募集

　平成２３年７月期の受講生を募集します。
◆応募資格　雇用保険受給資格者及び求職者

【受講料無料】
◆申込期限　６月３日（金）
◆入 所 日　７月１日（金）
◆訓練期間　６か月
◆訓練時間　９時３０分～１５時４０分
※機械加工技術科のみ修了前の１か月、企業実習８
Ｈの訓練日があります。
◆申込先　最寄りの公共職業安定所
※毎月職業訓練説明会を実施しています。
【問合せ】
　独立行政法人　雇用・能力開発機構佐賀センター
　（ポリテクセンター佐賀）ＪＲ伊賀屋駅前
　☎２６－９５１６
　ＨＰアドレス：http://www.ehdo.go.jp/saga/

定員（人）募集訓練科名

１８テクニカルオペレーション科

１２機械加工技術科

１８金属加工科

１８電気設備科

１８住宅リフォーム技術科

２４建築ＣＡＤ科

外国人のための
がいこくじん

無料法律相談
むりょう ほうりつ そうだん

　 外国人  住民 の 方 を 対象 に、 無料 で 弁  護  士 が 相談 に
がいこくじん じゅうみん かた たいしょう むりょう べん ご し そうだん

 応 じ、 一緒 に 解決  方法 を 探 っていきます。 事  前 の 予 
おう いっしょ かいけつ ほうほう さぐ じ ぜん よ

 約 が 必要 です。
やく ひつよう

◆開催日　６／１５・８／１７・１０／１９
　　　　　１２／２１・２／１５ すべて 水曜日 

すいようび

◆時間　１４ 時 ～１７ 時 
じ じ

※ 事  前  予  約 が 必要 です。
じ ぜん よ やく ひつよう

※ 通訳 が 必要 な 方 は 予  約  時 にお 申 し 出 ください。
つうやく ひつよう かた よ やく じ もう で

【問合せ・申込み】　（財） 佐  賀  県  国際  交流  協会 
さ が けん こくさい こうりゅう きょうかい

　☎０９５２－２５－７９２１　胃 ０９５２－２５－７４１７
　Ｅ－ＭＡＩＬ  info@spira.or.jp 

開

募 脳の健康教室
参加者募集中

　脳の健康教室とはやさしい計算と音読を毎日の生
活の中で習慣化することで、脳を活性化させ、認知
症を予防する高齢者向けの学習教室です。
　サポーターや仲間と楽しく学習しませんか。
◆対　象　市内在住の６５歳以上の方
　　　　　（お一人で教室に通える方）
◆定　員　先着２０人まで
◆開催日　毎週水曜日　１０時～１２時
　　　　　（６月～１１月までの６か月間）
◆場　所　小城保健福祉センター（桜楽館）
【問合せ・申込み】小城市社会福祉協議会　
　　　　　　　　　担当　原・中園　☎７３－２７００

募

東日本震災復興チャリティ
コンサート＆SWINGライブ

　ビートルズやイーグルスなどの楽曲をオリジナル
のよさを活かしながら独自のアレンジで演奏しま
す。このライブは「佐賀から元気を送ろうキャン
ペーン」「だいでんいっしょプロジェクト」に賛同
し、収益金と募金は東日本震災復興活動支援基金を
通して被災地支援に届けます。
◆日　時　５月１５日（日）１７時～（開場１６時３０分）
◆場　所　牛津赤れんが館
◆入場料　大人１，０００円　高校生以下５００円
　　　　　（幼児　無料）
【問合せ】ＳＷＩＮＧライブ実行委員会　
　　　　　担当　泉　☎０９０－１３４１－６２４４

募
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各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日
健康相談

芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日
行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日
牛津公民館毎月第４火曜日

１３：３０～１５：３０小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日
芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００
小城庁舎

消費生活相談室
☎７２−５６６７

毎週月・水・金曜日
消費生活
相　　談
（要予約）

火災報知器の設置は
お済みですか？

平成２３年５月３１日までに
設置してください。

天山春の草花観察会に
参加しませんか？

　花の観察をしながら天山をゆっくり登り、周辺の
ゴミ拾いや山頂の外来種の駆除を行います。コース
は２コースありますので、体力にあわせて選べま
す。詳しくはお問合せください。
◆日時　５月２９日（日）８時３０分集合
◆集合場所　小城公園北側駐車場（他登山口２箇所）

※登山口に集合される方は申込みの際
に集合時間等をご案内します。

◆持参物　弁当・水筒・雨具・筆記用具・ルーペ・
　　　　　ゴミ袋・動きやすい服装
◆参加費　無料　
◆雨天時　屋内で天山の花の紹介と学習会
【問合せ・申込み】
　天山の自然を守る会／ネイチャー佐賀　　　　　
　担当　溝口　☎０９０－４７７３－８２１０
　　　　増田　☎０９０－９６５５－０４７４

開

医師が同乗した救急車を
試行しています

　佐賀広域消防局では、救急車に医師を同乗（状況
により）して運行するシステムを４月１日から試行
しています。このシステムは交通事故や疾病等によ
る重症者の救命率アップを目的としています。
◆待機場所　佐賀大学医学部付属病院
　　　　　　地域医療センター
◆運行時間　９時～１７時（土、日、祝日を除く）
【問合せ】　佐賀広域消防局　消防課　救急防災係
　　　　　　☎３３－６７６１

知

県道の全面通行止（終日）
をおこないます。

　県道川上牛津線踏切拡幅工事のため、通行制限
（終日全面通行止）を予定しています。ご協力をお願
いします。
◆通行制限区間　県道川上牛津線　富戸踏切
　　　　　　　　（牛津町柿樋瀬）
◆通行制限期間
　平成２３年５月１１日（水）

～平成２３年６月２０（月）予定
※踏切区間の通り抜けができなくなります。
　迂回路については、下記の県道小城牛津線を利用
していただくようお願いします。

【問合せ】
　佐賀県　佐賀土木事務所
　道路維持課　交通環境担当　☎２４－４３０４

国道 34号

国道 207号

●牛津小学校

●小城消防署

牛津庁舎
●

県
道
小
城
牛
津
線

県
道
川
上
牛
津
線

工事箇所
富戸踏切

N

迂回路

知
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愛する地域を守るため、日々活動してくださっている消防団の皆さん、

いつもありがとうございます！

平成22年度
各種消防表彰受章者　　　　　　　　

永年勤続功労章　副団長　　小林　一広

同上　（前指揮隊長）　　    　江里口　修

瑞宝単光章（前副団長）　江原　照治

女性消防団

輝く！ 我らの消防団

春の叙勲

消防庁長官定例表彰

女性消防団では団員を募集しています。主な活動は啓発

活動です。あなたも一緒に活動してみませんか？

お気軽にお問合せください。

一軒一軒、訪問し手作りの小物入れを手渡しました。

【問合せ】総務課　消防・交通係　（牛津庁舎）　担当　南里・相川　☎63‒8818

こばやし　　かずひろ

え り ぐち　　おさむ　

え はら　　てる じ
よこ た 　　はや と

やまぐち　　たか し
功績章　　　芦刈第３分団長　　　　横田　勇人

精績章　　　三日月第１分団長　　　山口　隆士

日本消防協会定例表彰

あきまる　　まさみつ

あいうら　　やす ま

なん り 　　あきよし

功労章　　　　　団長　　　　　　　秋丸　政光

永年勤続功労章　三日月第２分団長　相浦　保馬

同　上　　　　　芦刈第２分団長　　南里　昭義

佐賀県知事定例表彰

おおつぼ　　みつのり

たな か 　　よし お

つじ た 　　たかひろ

なん り 　　あきよし 　　

の ざき　　きょういち

もりなが　 つよし

表彰旗　　　小城市消防団

功績章　　　三日月第３分団長　　　大坪　充典

同　上　　　牛津第１副分団長　　　田中　義生

同　上　　　ラッパ長　　　　　　　辻田　孝広

永年勤続章　芦刈第２分団長　　　　南里　昭義

同　上　　　三日月第１副分団長　　野﨑　艶一

同　上　　　（前ラッパ長）　　　　　森永　豪

佐賀県消防協会定例表彰

受章した佐賀県消防協会定例表彰旗

女性消防団による手作りの小物入れとしおり▶
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小城消防署と女性消防団は、春の火災予防運動に合わせ、一人暮らしの高齢者宅を訪問し、

住宅用火災警報器の可動チェックや防火診断などを行いました。 　

火災に気
をつけて

ください
ね！火災に気
をつけて

ください
ね！

（敬称略）


